
  

 

各    位                                      平成 22 年６月 14 日 
 

会 社 名 株式会社イーエムシステムズ 

代 表 者 名 代表取締役社長 國光 浩三 

（コード番号 ４８２０ 東証 第二部） 

問 合 せ 先 代表取締役専務 青山  明 

（ＴＥＬ ０６－６３９７－１８８８） 

 
 

業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年５月 14 日に公表いたしました平成 23 年３月期（平成 22 年４月１日～平成 23 年

３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．第２四半期連結累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）業績予想数値の修正 

 

① 連結業績予想数値の修正 

           （単位：百万円） 

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当り 

当期純利益 

 前 回 発 表 予 想  （ Ａ ）  4,897  △  403 △  326 △  365  △ 45.94

 今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  4,071  △  438 △  350 875  110.13

 増  減  額  ( Ｂ - Ａ )  △  825  △    35 △  24 1,241  156.08

 増   減   率   （ ％ ）  △  16.9 ％ － － －  －

 
（ご参考） 

前期（平成 21 年９月期）実績 
 4,485  △  626 △  501 △  535 △67.36

 

② 個別業績予想数値の修正 

          （単位：百万円） 

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当り 

当期純利益 

 前 回 発 表 予 想  （ Ａ ）  3,222  △  476 △  345 △  362 △45.58 

 今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  3,222  △  476 △  342  1,264 159.02 

 増  減  額  ( Ｂ - Ａ )  － － 3  1,626 204.60 

 増   減   率   （ ％ ）  － － － － － 

 
（ご参考） 

前期（平成 21 年９月期）実績 
 2,789  △  721 △  565  △  571

 
△71.84 

 

 

２．通期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）業績予想数値の修正 

 

① 連結業績予想数値の修正 

           （単位：百万円） 

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当り 

当期純利益 

 前 回 発 表 予 想  （ Ａ ）  11,508  184 347 279  35.15

 今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  9,046  69 264 1,220  153.48

 増  減  額  ( Ｂ - Ａ )   △ 2,462  △  114 △    83 940  118.33

 増   減   率   （ ％ ）  △  21.4 ％ △  62.2％ △ 24.0％ 336.6 ％ 336.6％

 
（ご参考） 

前期（平成 22 年３月期）実績 
 9,818  △  720 △  493 △  516  △ 64.96

 

 



  

② 個別業績予想数値の修正 

          （単位：百万円） 

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当り 

当期純利益 

 前 回 発 表 予 想  （ Ａ ）  8,158  35 246 223 28.14 

 今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  8,158  35 252  1,591 200.18 

 増  減  額  ( Ｂ - Ａ )  － － 6  1,368 172.04 

 増   減   率   （ ％ ）  － － 2.4％ 611.4 ％ 611.4％

 
（ご参考） 

前期（平成 22 年３月期）実績 
 6,345  △  891 △  656  △  527

 
△ 66.31 

 

 

３．業績予想の修正理由 

当社は、平成22年６月11日に開示いたしましたとおり、三井物産株式会社との間で業務提携契約を締結するとともに、

この提携に伴い、当社 100％出資の連結子会社である株式会社祥漢堂の株式の一部を三井物産株式会社に譲渡する株式譲

渡契約を締結することを、平成 22 年６月 11 日開催の取締役会において決議いたしました。 

この株式譲渡により特別利益が発生する見通しであり、個別業績におきまして当期純利益が平成 22 年５月 14 日に開示

いたしました予想数値を上回る見通しとなりました。 

連結業績につきましては、株式会社祥漢堂が連結子会社から外れることにより、第２四半期連結累計期間、通期ともに

売上高、営業利益、経常利益が減少いたしますが、上記特別利益の発生により当期純利益が増加する見通しとなりますの

で、合わせて修正いたします。 

なお、この株式譲渡による特別利益の発生により過年度までの繰越欠損金が回収される事から、この業績修正において

税効果会計の適用を見込んだため、第２四半期連結累計期間より通期の方が利益増加額は少なくなっております。 

 

（注）本資料における予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。 

予想にはさまざまな不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以上 


